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ＩＳＯ１４００１定期審査終了 
 ISO14001に係る定期審査が 8月 23日～8月 25日の 2.75日間において、出雲キャンパスにお

いて実施され、無事終えることができました。 

定期審査にあたり、関係者の皆様をはじめ、監査にご協力いただきました部署の皆様方、誠にあり

がとうございました。 

審査結果は，ストロングポイントが 1件、グッドポイントが 7件、改善の機会（本学で言う観察事項）

が 5件、審査員から報告されました。 

観察事項については，対応委員会，各作業部会，EMS事務局及び各該当部署における教職員

とともに取組み，改善していき，さらに効果的かつ実効的な EMSとし，全国にその取組みを発信し

ていきたいと考えています。なお，今年度の内部監査において，今回の報告事項の再確認をするこ

とになっています。 

監査の様子 
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構内一斉清掃を実施しました 
 
 

島根大学環境報告書 2016を公表しました
た。 

 
 

10月 13日に行われる解剖体慰霊祭，10月 15，16日に行われる大学祭及び 10月 16日に行わ

れるオープンキャンパスに備えて，10月 7日（金）に第２回出雲キャンパスクリーンデーとして構内一

斉清掃を実施しました。 

当日は、秋晴れの中，約 90名の参加があり，構内のごみ拾い、剪定に汗を流しました。ペットボト

ルや空き缶等，さまざまなゴミが集まり，おかげで翌週からの解剖体慰霊祭や大学祭，オープンキャ

ンパスへの来学者を気持ちよく迎えることのできるキャンパスとなりました。参加していただいた皆さ

ま，ありがとうございました。 
 

 9月30日に「島根大学環境報告書2016」を公表しました。この環境報

告書は，環境配慮促進法（「環境情報の提供の促進等による特定事業

者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律」）の施行に伴

い，各国立大学法人も環境に配慮した活動状況を翌年の9月末までに

作成し，公表することが義務付けられたため，2006年から毎年作成して

いるものです。 

島根大学では，環境に配慮した活動を推進しているため，78ページ

にわたる本冊はＷｅｂにおいて公開し，本冊を要約したものを８ページ

のダイジェスト版として冊子を作成しました。 

ダイジェスト版はすでに各部署に２部ずつ配布しておりますが、更に

希望される方は施設企画課環境マネジメント担当（出雲）までご連絡い

ただければ送付いたします。また，感想・ご意見について、EMS推進員

に各部署でとりまとめていただくようにお願いしています。 

締め切りは１１月30日（水）です。 

アンケートにご協力宜しくお願いします。 

  

 
 

「島根大学環境報告書2016」閲覧用 

http://www.shimane-u.ac.jp/_files/00214438/2016kannkyouhoukokusyo_tei.pdf 

ダイジェスト版 

http://www.shimane-u.ac.jp/_files/00214445/2016kannkyouhoukokusyo_daijesuto.pdf 

http://www.shimane-u.ac.jp/_files/00214438/2016kannkyouhoukokusyo_tei.pdf
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第８回「島根大学環境報告会」を開催しました 

 
 

10月 11日に，松江キャンパスにおいて第 8回目となる「島根大学環境報告会」を開催しまし

た。この報告会は，島根大学での環境に配慮した活動を法令で義務付けられた「環境報告書」とし

て公表するだけでなく，もっと積極的に皆さんに知っていただく機会を設けたいと試み，実施したも

のです。 

当日は，松江キャンパスで開講している「環境問題通論 B」の授業時間を活用・拡大し，開会挨

拶，松江キャンパスでの主な活動 1件の報告に続き，出雲キャンパスでの主な活動 1件の報告を

行いました。なお，約 70 人の聴講者でしたが，クリッカーを使用したアンケートでは，即時に集計

結果がグラフとして画面に表示され，開始時の意識より修了時の意識向上がはっきりとわかりまし

た。最後に，質疑応答も行われ，充実した 90分間となったようです。 引き続き，来年度も開催して

いく予定です。 

環境に関する市民公開講座のお知らせ 

 
 

クリッカー(Clicker)とは？ 

 授業やセミナーを双方向対話

型にするために，受講者からア

ンケートや回答をリアルタイムに

徴収，その場で受講者へ結果

を知らせることができるもの 

クリッカーによ

り，アンケート集

計結果をすぐに

グラフとして表

示します 

環境教育・環境研究作業部会では、本学の環境研究成果を地域へ還元する一環として毎年 1回、 

環境に関する市民公開講座を開催しています。今年度は「身近な生活環境と健康－環境と病気の予

防」をテーマに本学の先生方による講演会を開催します。 

 多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

市民公開講座   

 「身近な生活環境と健康－環境と病気の予防－」 

 

                          日 時 ：  １２月 ３日 （土）     １３：３０～１５：３０ 

                         

  会 場 ：  島根大学講義棟 1階 国際交流ラウンジ 

  

                          ７人のこびとの村は実在した！？ 

－昔話からみる環境と研究－  

                            

環境保健医学講座教授    神 田  秀 幸  

 

                          脳卒中や心筋梗塞にならないための生活のコツ 

                            

環境保健医学講座准教授  久 松  隆 史   
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生活系作業部会からのお知らせ 

 
 

生活系作業部会では、「一般廃棄物の排出量が年間 300tを超えない」という数値目標を

掲げ、構成員一人ひとりの環境配慮への意識の向上、3R（Reduce：廃棄物の発生抑制、

Reuse：再使用、Recycle：再資源化）の推進による、一般廃棄物の排出量低減を目指して

います。 

3R推進月間のポスターについて 

 

10月の 3R推進月間に合わせポスターを作成しました。 

3Rとは、Reduce、Reuse、Recycleの 3つの英語の頭文字を

表しており、3つの Rに取り組むことでごみを減らし、限りある

地球の資源を有効的に使う循環型社会をつくろうとするもの

です。 
 

 

 

 

 

 

 

一般廃棄物の排出量について 

一般廃棄物の排出量は 4年前から 300 t

を 

下回っています。 

この調子で、みんなで 3R意識を高め、 

ごみを削減しましょう。  
 

用紙購入量について 

用紙購入量が年々増加しています。 

会議のペーパーレス化や、個人情報に配

慮した 

裏紙のメモ使用など工夫しましょう。 
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ＥＥＭＭＳＳ事事務務局局かかららののおお知知ららせせ  
ＥＭＳ事務局では，みなさんから省省省エエエネネネのののアアアイイイデデデアアアををを募募募集集集しております。 

我が家での成功例など大学での省エネに有効なものがありましたら以下のＥＭＳ事務

局までお寄せいただきたいと思います。ご協力をよろしくお願いします。 

学内関係者用には，ＥＭＳ関係会議の議事録，ＥＭＳ研修の資料，環境に関する諸

規則・マニュアル等が参照できますのでご利用ください。 

その他，EMSに関するご意見等ございましたら，以下の連絡先又はホームページ「キ

ャンパス環境投書箱」へお寄せください。 

 

○島根大学出雲キャンパス EMS事務局 

 財務部施設企画課（出雲）環境マネジメント担当 

     TEL ０８５３－２０－２５４９ 

     FAX ０８５３－２０－２０４９ 

     E-Mail ｆｐｄ-ikankyo@office.shimane-u.ac.jp   

 ○島根大学ホームページ「環境マネジメントシステム」 

出雲キャンパスでのＥＭＳ活動内 

 キャンパス環境投書箱 

 

http://www.shimane-u.ac.jp/qsysopen/AutoForm.asp?UserID=emsadmin&PageID=12  

回答率 

（％） 

医学部 附属病院 

（看護部除く） 

附属病院 

（看護部） 

2016年 7月 64.8 52.1 51.2 

2016年 1月 85.1 73.5 66.7 

2015年 7月 65.9 51.0 64.2 

2015年 1月 72.4 70.5 74.4 

 

運用管理点検のアンケートについて 

運用管理点検の回収率が低下しています。毎年 1月と 7月に各部署の EMS推進委員

の方にメールで Web回答の依頼をしています。 

次回来年 1月の点検時に必ず提出して頂きますようお願い申し上げます。 

 


